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新型コロナウイルス感染拡大が懸念される中での開催となった。２日目、３日目と日毎に感染拡大が報道される中、講座途中での中止も懸念されたが、パソコンのアルコール除菌や手の除菌ジェルの設置、部屋の換気、講師のマスク着用など出来る範囲での対策を取りながら講座を進め、無事、３日間の講座を終了した。

受講生もマスク着用などの対策をしていただきながらの受講となったが、毎回１，２名が欠席される程度で、ウイルス感染を懸念されての欠席者は少なかったように思われた。

公民館の講座としては久々に１４名の応募者があり、２０代の男姓から８０代女性まで年齢層の幅が広かった。パソコンが初めての方はいなかったが、入力速度に個人差があり、サブ講師の対応で講座を進める様子はいつもと同じ講座風景であった。

受講生の感想の中には「パソコンが好きになった」「パソコンが楽しくなった」など、エクセルの習得だけでなく、パソコン自体への興味を高められた方の感想なども寄せられ嬉しい評価もいただいた。

３月に東文で予定されていた「ワード講座」がウイルス対策で中止となることが決定されたため、本年度の講座はこれが最後の講座となった。早期に感染が終息し、いつもの生活が戻る事を祈るばかりです。
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サブ講師もほぼ8名の体制で毎回対応したので、
3日間で7章を含むエクセルの全部の章を講義できた。
（1日目：１章～２章、2日目：3章～4章、3日目：5章～7章）

1日目
　9名中の8名が出席した。（男２　女６）
　年代も高齢者と若者（理解が早い）に２分された。
初心者のペースに講義を合わせる丁寧な進め方にした。その為か、予定よりやや積み残し部分がでた。
 エクセルの受講は初めてという方が半数を占めていたが、アンケート文の結果によると概ね優しく丁寧な講義との回答だったので安心した。	

２日目
9名全員が出席しました。
　1日目の遅れも取り戻し印刷もできて予定通りの講義となった。
　特に、計算式の演習問題は受講者も熱中していてサブ講師からも好評でした。
ただし、絶対値計算では理解に不揃いがあった。
この部分については、テキストにも詳細に記載があるので、帰って自宅で復習してもらうことにした。

３日目
　9名全員出席でした。	
多くのメニューをこなし、終わりの自由質問の時間、及び印刷もできて予定通りの講義となった。
　講師の声の通りもよく分かりやすい進め方でした。

総合で感じたこと： 
昨近は応募人数も10人前後に定着しており、来期にかけてこの傾向が続くものと思われる。また、今回も受講者のレベルが、大きく分かれていた。
特に受講者の半数は数式の扱い等より基本の学習が求められていると思う。
その対策として、講座ではエクセルの便利さを教える講義と共に、「教材のテキスト＋易しい復習問題」を準備したので、基礎からのバックUPが出来たと思う。
　なお、受講者レベルの揃え方と、副教材の準備（持ち帰りデータを含む）の件：が今後の課題となる。
なお、スライドプロジェクタが新しくて見易くなった。
※　受講者の感想の詳細は別紙のアンケート文を参照願います。
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	ワード講座
	公
	C
	2019/10　3日間午後
	8
	UT


応募者は８名。辞退者はなく、すべて女性の受講生ということで開講しました。全員、パソコンの経験を多少はお持ちの方ばかりでしたので、文字入力もスムースにでき、講座の時間も「おさらい」の時間を持つなど余裕を持って実施することができました。

１日目の印刷で6、17、18号機からの印刷ができませんでした。後日、ドライバーの再設定を行なったところ解決いたしました。それ以降は印刷のトラブルは発生しませんでした。

２日目を予定していた１０月１２日は全国的に多大な被害を出した台風１９号が接近したため、館との相談の上、中止といたしました。この日予定されていた市のイベント・行事はすべて中止となったと後から聞きました。講座は１週間づつ遅らせて実施となりましたが、最終日にお一人が欠席された以外、他の方々はすべてご出席いただく事ができ、無事に講座を実施することができました。出席できなかった1名の方は相談会にお越しいただきフォローさせていただく事といたしました。

８名という少人数での講座ではありましたが、Ｃグループのメンバー不足の中での講座でしたので心配な点もありましたが、高木さん/Ｄグループ、東家さん/Ａグループの応援をいただき無事に開講することができました。応援をいただいたお二人に感謝申し上げます。
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	パワーポイント講座
	東文
	A
	2019/9　3日間　午前
	11
	KE


パワーポイント講座あれこれ
Aｸﾞﾙｰﾌﾟのﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ(P.P)講座は17年1回、18年2回、19年2回の計5回開講した。これは他の講座４回を含めた3年間の講座9回の半数以上を占めている。東文化ｾﾝﾀｰの高齢者学級「あすなろ大学」における学習成果発表「あすなろ大学展」のﾌﾟﾚｾﾞにﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄが多く使われていることも回数増の要因と伺える。
ﾒｲﾝ講師はﾒﾝﾊﾞｰ８名中7名が経験しｻﾌﾞ講師も含めてP.Pのｽｷﾙ向上はかなりのものと感じる。
また３年間の受講者のP.Pの理解度は明らかに向上している。初回ではﾜｰﾄﾞやｴｸｾﾙの経験はあるもののPC操作に不慣れな人がいたが５回目の今回は皆無で、習熟度は別にして皆さんP.P経験があるようで、質問の挙手が少なく講座の進捗時間に余裕が生まれることがあった。
講義ﾃｷｽﾄは、初回はｲﾝﾌﾟﾚｽ社の「世界一やさしいﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ」でA4版79ﾍﾟｰｼﾞ480円ものを採用した。入門用として過不足ないが文字が小さいのが難であった。２～今回はSCC社の「これでわかるPower Point」で、B5版弱286ﾍﾟｰｼﾞ1,200円を採用。
構成は前半は基礎講義用で、後半は更に内容を深めた単元になっている。だが実際に使用して、例えば「名前を付けて保存」を「上書き保存」と真逆に表現するなどのｹｱﾐｽがいくつか散見される。今後ZPSC統合のﾃｷｽﾄを採用する場合は採用不可である。
課題として、初級をさらに深く掘り下げた上級ｺｰｽを講座に取り入れて行くべき、の声があり大きな宿題である。
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受講者10人、年代別では30代1人、50代2人、70代3人、80代3人、不詳1人であった。今回はシニア世代ばかりでは無く、IT世代の30代の方もお迎えが出来た。

アンケート集計の3日間を通して、難易度は「難しかった」＋「やや難しかった」平均59%、「普通だった」＋「やさしかった」平均38%であった。半数以上の方が難しいと感じられた。

または、効果（キャリア度？）は「知らないことが多かった」平均55%、「半分くらいは知っていた」＋「知っていることが多かった」平均41％であった。難易度とほぼ同様に効果は半数以上の方が内容について、知らないことが多かった。この点は難易度と効果の評価には相関があるのでは無いかと推察。

今回の受講者は、基本の入力操作に不慣れな方が2名ほどおられ、講座進行上ほぼマンツーマンのサポート実施や受講者のPC画面表示と投影したスライドが異なることを気になさる方への重点サポートなど今までの講座にみられない場面にスタッフが臨機応援に対応。その結果、当初の予定通りに講座を終了することが出来た。

受講者の初日のお顔は硬い（難しい）表情の方が多くみられ、2回目以降の講座に参加いただけるか不安を感じた。しかし、開催日ごとに都合で欠席された方はいたが全員最終日まで参加くださった。最終日には受講者の皆さんが明るい表情で参加し、元気なご挨拶でお帰りなったことが何よりだった。

次回講座開催への課題として、募集チラシ記載の応募条件表現の検討、および受講者のPC画面表示と投影スライド表示の整合化推進が挙げられる。
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	パワーポイント講座
	東文
	A
	2019/6　3日間　午後
	11
	ＷＴ


今回の講座は木曜日、午後のため受講者が集まるか心配していたが、定員に満たず11名でした。男６名、女５名の講座となり、受講者は30代～80代で内60代と70代が多く、パソコン経験があり文字入力操作はレベルが高く、意欲的に学ばれる姿が多く、又、活発に質問される方が多かった。

　講座カリキュラムはテキスト基本操作を下記の内容で進めた。
１日目　第1部パワーポイントの概要　　アニメや画面切り替え動作などの
プレゼン事例を行い、パワーポの楽しさを披露。
　　　　第2部第1～3章パワーポイントの基本
Lesson3～19　説明し学習体験。
２日目　第2部第3章オブジェクトを挿入　Lesson20～34　説明し学習体験。
３日目　第2部第4章デザイン効果　Lesson35～40　説明し学習体験。
　　　　第2部第5章プレゼンテーションの印刷と保存。
　　　　テーマ「自己紹介」趣味など作成し、受講者がプレゼン発表会。

【講座結果】
.難易度は知らないことが多く、やや難しかったようですが、3日目のプレゼン発表会ではアニメや画面切り替え等の学習効果が出て満足感のある姿もありました。
.次回の講座も参加したいとの感想が数人あり好評でした。
.講座はサポート協力体制の成果が生かされと感じた。
【反省点】
.講師の説明がやや分かりにくかった意見があり、話し方をゆっくり相手に解る工夫が　課題。
.アニメや画面切り替えのタイマー設定を具体例で動作の説明が必要。
　（プレゼン発表会時、アニメや画面切り替え動作が早過ぎる）

以上、講座はまずまずの成果があったと感じます。協力したサブ講師の皆々様に感謝します。
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